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パワースポットと研究室内での
脳波の違い

良峯ホームゼミ２年生：
・石本明子・宇津明・大内翼・長峰翼・福嶋悠恭・安田陸・山口雄平
・岩下耕之助・春畑遼太郎・麦倉拓弥・割田大輝・大隈晨太郎

もし違いが出たとしたら
その違いの原因となったのは何であるかを考察

* パワースポットと研究室内で計測した脳波の周波数構成に
違いはでるのか？

* これまでの実験結果（パワースポットの方が大学内よりも
脳波データによる集中度の度合いが統計的に高い）は

覆されるのか？

（追試・検証）

今回の研究のテーマ

殺生石とゼミ室の脳波解析の比較

* 開眼と閉眼を比べた際に緊張度が開眼時のほうが高い
* 殺生石閉眼とゼミ室閉眼を比べた際に殺生石閉眼のほうが緊張度が高い

* 集中度のほうはグラフ上はよくわからない

緊張度に関するT検定結果

殺生石での閉眼「緊張度」 一昨年の滝での閉眼「緊張度」

有意差あり 有意差なし

集中度に関するT検定の結果

殺生石での開眼時の集中度 去年滝での開眼時の集中度

滝開眼 ゼミ室開眼

有意差なし 有意差あり

まとめと考察

* 集中度の差よりも緊張度に大きな差がみられた

* T検定の結果、緊張度には有意な差が認められた（<=5%)

* 水の有無：

* 2018年までは水場近くのパワースポットで脳波測定

* 今回は水がない場所で測定

* 臭い（硫黄）の有無：

* 今回は硫黄のにおいの中で測定、不快感を感じ、緊張度が高まったかも

* 観光客や警官からの視線：

* 緊張度が高まったかも

昨年までの実験との違い

理由に関する考察
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